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　昨年はコロナの影響で花の需要が減り、
学校などで行ってきた花育の活動もできず
先の見えない状況でした。その中でも花を
生活に取り入れ、個人で楽しむ人たちが増
えたことはうれしかったです。
　昨秋以降は流通も落ち着き始め、今年は
花農家としてより多くの人に癒やしと元
気を届けていければと思います。子どもた
ちへの花育活動も再開したいですし、家族
や友人たちと出かける機会が増えることを
願っています。

花
で
元
気
と
癒
や
し
を 西

さいじょう

條 由
ゆ み え

美恵さん
桃生地区　昭和49年生まれ

　昨年は学生から教員となり、現場で奮闘
しています。右も左も分からない私に、主任
の先生をはじめ、多くの先輩方に支えられ
ています。コロナ禍で学校でも多くの制限
があり、体育の授業も極力マスクをして行
うなど、子どもたちの表情を感じ取ること
が難しくなっています。
　今年は先輩方に負担をかけぬよう、教員
として成長していきたいです。挑戦する心
を忘れず、使用する教材を研究するなど主
体的に行動したいです。

教
師
と
し
て
成
長
す
る
年 平

ひ ら つ か

塚 滉
こ う た

大さん
河北地区　平成10年生まれ

　昨夏まで介護施設に勤めていましたが、
利用者と家族のニーズに応えられる仕事が
したいと考え、夫の会社で老人ホームやグ
ループホームなどの施設の紹介業を立ち上
げました。秋には職場のある街なかで、ハロ
ウィーンイベントも行いました。
　子どもたちには楽しい未来を残したいで
す。今年も街が活性化することをしながら、
介護の印象を変えていければいいですね。
自分たちが輝けることをし、家族と常に楽
しく過ごせればと思います。

輝
き
、楽
し
く
過
ご
し
た
い

山
や ま う ち

内 嘉
か お り

織さん
石巻地区　昭和61年生まれ

　昨年はコロナ禍でマスクをずっとつける
学校生活になり、大変でした。家庭科や体育
は得意なのですが、算数や国語が苦手で、文
章問題がなかなか解けないときもありま
す。２年生から野球を始め、今でも続けてい
ます。土日のみの練習ですが、長打の気持ち
よさは格別です。自宅では風呂洗い、皿洗い
の手伝いをよくします。
　今年は山に登ってみたり、下級生の模範
になったりと、楽しみながら過ごせればう
れしいです。

楽
し
い
１
年
に
な
っ
て 今

こ ん の

野 大
た い き

輝さん
北上地区　平成22年生まれ

　昨年はコロナ禍ではありましたが、日常生
活では大きな変化なく過ごせています。10
代のころから農業を営んできたので、今も作
物の選別など農作業に携わる毎日です。手を
使う仕事が好きで、竹細工や千羽鶴なども
作っています。テレビも好きで、よく野球中
継や歌番組を楽しんでいます。健康の秘訣と
言えば早起きすることでしょうか。
　百歳という節目を目指しながら、今年も
一年、健康に気を配り、つつがなく過ごせれ
ばと思っています。

今
年
も
健
康
で
精
力
的
に 門

も ん ま

間 易
や す し

志さん
河南地区　大正15年生まれ

　雄勝硯伝統産業会館で掃除の仕事をし
ながら、週１回、地元のはつらつ元気教室に
通っています。新型コロナウイルスが収束し
てきましたし、ペタンクなどやったことのな
いニュースポーツをするのは楽しいです。
　一人暮らしですが、今年も今の生活を維
持しつつ、サークル仲間を作って楽しく過
ごしたいですね。市内や宇都宮に孫が６人
おり、どこに行った、賞をもらったという話
を聞くのも楽しみです。成長を見守りたい
と思います。

仲
間
を
作
っ
て
楽
し
く 佐

さ と う

藤 美
み ち よ

千代さん
雄勝地区　昭和25年生まれ

　「集金は感謝と笑顔の定期便」。現在、私が
勤めている会社のモットーの一つです。
　震災後、50代で転職し、初めて営業担当
した場所は中里、大橋の仮設住宅団地があ
る地区でした。あれから10年、現在はあゆ
み野、のぞみ野地区を担当しています。当
時、仮設に住んでいた皆様と再びお会いす
る機会があり、素敵な住まいに元気で暮ら
している姿を拝見してこちらも笑顔になり
ます。
　今年も、感謝と笑顔を届けに頑張ります。

感
謝
と
笑
顔
届
け
た
い 林

はやし

 清
せ い じ

治さん
石巻地区　昭和37年生まれ

　夫と長男と３人で暮らしており、清優館
で月２回の送迎付きのケアサービスが楽し
みです。体操したり、お茶を飲んでおしゃべ
りしたりしています。それ以外にも、長男が
どこへでも連れて行ってくれています。毎
年、家族で定義山に行っており、今から楽し
みです。
　歯が丈夫で、好きな鯨をよく食べます。昔
の鮎川はにぎやかだったので、捕鯨がまた
盛んになってほしいです。今年も普段通り
の生活で、健康に過ごせたらいいですね。

健
康
に
過
ご
し
た
い 内

う ち み

海 仲
な か こ

子さん
牡鹿地区　昭和13年生まれ

ワクチン接種の予約・問い合わせ先
石巻市新型コロナワクチンコールセンター　☎0120-567-509
受付時間　（平日）午前8時30分～午後5時、（土日・祝日）午前9時～午後3時

今 年 は
　年男・年女の皆さんに、今年の
抱負や将来の夢を伺いました。

寅 寅年生まれの特徴

五
ご お う

黄の寅

　前向きでチャレンジ精神が強く、どんなことにも強い信念を持って挑んでいく
傾向があります。行動力の高さとサービス精神旺盛な性格から、周りの人をまとめ
るリーダータイプに適しています。

　2022年は、36年に1度の周期で巡ってくる「五黄の寅」の年です。これは九星気学に
おいて最強の運勢と言われる「五黄土星」と、十二支の中で最も運勢が強いと言われる
「寅年」が重なった年に生まれた人のことで、非常に強い運勢を持つと言われています。

新型コロナワクチン接種 ～３回目接種に向けて順次接種券を発送します～
※掲載内容は令和3年12月8日時点の情報のため、変更になる場合があります。最新情報は市ホームページを確認ください。

　新型コロナワクチンを2回接種しても、時間の経過とともにワクチンの有効性が低下
することが報告されています。このことから、2回目接種を完了した18歳以上の方のう
ち、原則8カ月以上経過した方から順次、3回目接種を行います。
■使用するワクチン　ファイザー社製、モデルナ社製（薬事承認審査中）
■接種スケジュール

■3回目接種は接種券の様式が
　変わります
　3回目接種の接種券は、予診票
の右上にあらかじめ印字されてい
ます。左側は接種済証となります
ので、切り離さず
に接種当日にお
持ちください。

これから1・2回目接種を
希望する方へ

　事情により接種できなかった方な
どで、接種を希望する方はコールセン
ターに問い合わせください。また、新た
に12歳になる方には、誕生月の翌月上
旬頃までに接種券を送付しますので、イ
ンターネットまたはコールセンターで
予約の上、接種を受けてください。

◦令和3年5月までに2回目接種を受けた方（医療従事者、高齢者施設入所者など）から接
種を行います。

◦令和3年6月に2回目接種を受けた方（65歳以上の方など）には、1月下旬から順次、
接種券を発送します。

■予約方法
◦お手元に接種券が届き次第、予約可能です。現在はコールセンターのみで予約を受付しています。
◦インターネット予約は1月下旬頃から開始する予定です（開始時期は市ホームページな
どでお知らせします）。また、ささえあいセンター、総合支所、支所内に予約代行窓口を
設置し、予約にお困りの方々のサポートを行う予定です。

■接種会場　◦集団接種会場　ささえあいセンター、河北総合センター（ビッグバン）
　　　　　　◦個別接種医療機関

≪2回目接種後に石巻市に転入した方へ≫
　2回目接種後に石巻市に転入した方などで、3回目接種を希望する方は、接種券発
行の申請が必要です。申請方法は市ホームページやコールセンターで確認ください。
※2回目接種日に石巻市にお住まいだった方は申請不要です。

　新型コロナワクチンとそれ以
外のワクチンは、互いに片方の
ワクチンを受けてから2週間後
に接種できます。インフルエン
ザの予防接種などを予定されて
いる方は、接種予約日に注意し
てください。

新型コロナワクチンとその他の
ワクチンは同時に接種できません

2回目
接種終了月

令和3年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

3回目
接種時期

令和4年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

接種券

接種券一体型
予診票イメージ

封筒見本

黄緑色の封筒で
お届けします。
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今月の
お知
� らせ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、行
事
な

ど
が
中
止
や
延
期
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�

お
知
ら
せ

　
令
和
3
年
11
月
23
日
、マ
ル
ホ

ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス
で
市
政

功
労
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
長
い
間
、市
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
自
治
功
労
な
ど
9
部
門
56

人
・
9
団
体
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

（
受
賞
者
）※
敬
称
略

【
自
治
功
労
】

亀
山
紘（
元 

石
巻
市
長
）

境
直
彦（
元 

石
巻
市
教
育
委
員

会
教
育
長
）

髙
橋
武
德（
現 

石
巻
市
国
民
健

康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す

る
協
議
会 

会
長
）

髙
橋
静
子（
現 

石
巻
市
行
政
委

員
）

佐
々
木
敏
子（
現 

石
巻
市
行
政

委
員
）

生
出
勇
喜（
元 

石
巻
市
行
政
委

員
）

小
指
清（
現 

石
巻
市
行
政
委

員
）

奈
良
坂
健
逸（
元 

石
巻
市
行
政

委
員
）

千
葉
正
志（
現 

石
巻
市
行
政
委

多
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
て

～
令
和
３
年
度
石
巻
市
市
政
功
労
表
彰
～

員
）

木
村
政
美（
元 

石
巻
市
行
政
委

員
）

千
葉
杲
市（
元 

西
山
町
町
内
会

会
長
）

大
﨑
春
男（
現 

不
動
町
町
内
会

会
長
）

吉
田
文
二（
現 

上
大
街
道
第
一

町
内
会 
衛
生
部
長
）

永
山
登
子（
現 
上
大
街
道
第
一

町
内
会 

女
性
部
長
）

𢰝
木
清（
現 

下
大
街
道
第
一
町

内
会 

衛
生
部
長
）

松
本
芙
美（
現 

下
大
街
道
第
二

町
内
会 

婦
人
部
役
員
）

富
澤
昭
夫（
現 

日
和
三
丁
目
町

内
会 

衛
生
部
員
）

林
英
之（
現 

大
橋
町
内
会 

会

計
）

佐
藤
諒
子（
現 

駅
前
親
交
会 

交

通
安
全
部
長
）

及
川
聡（
現 

田
道
町
一
丁
目
町

内
会 

文
化
部
長
）

加
藤
今
朝
美（
元 

錦
町
町
内
会

事
務
長
）

千
葉
司
郎（
現 

東
黄
金
浜
行
政

区 

執
行
部
役
員
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

桑
島
修
悦（
現 

学
校
歯
科
医
）

三
宅
宏
之（
現 

学
校
歯
科
医
）

齋
藤
嘉
宏（
現 

学
校
歯
科
医
）

髙
橋
邦
広（
現 

学
校
医
）

吉
田
晴
子（
現 

石
巻
市
保
健
推

進
員
）

末
永
真
由
美（
現 

石
巻
市
保
健

推
進
員
）

【
産
業
功
労
】

立
花
善
夫（
現 

石
巻
観
光
協
会 

副
会
長
）

櫻
谷
鎭
雄（
現 

石
巻
観
光
協
会 

監
事
）

石
森
裕
治（
現 

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合 

監
事
）

【
教
育
功
労
】

髙
玉
洋
子（
現 

書
架
整
理
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）

【
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
功
労
】

渡
波
獅
子
風
流
塾

渡
邉
洋（
現 
石
巻
文
化
協
会 

副
会
長
）

佐
々
木
文
孝（
現 
石
巻
文
化
協

会 

理
事
）

【
都
市
整
備
功
労
】

開
北
友
和
会
公
園
愛
護
会

【
社
会
福
祉
功
労
】

鮎
川
婦
人
会

石
巻
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会

雄
勝
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

牡
鹿
ダ
ン
ベ
ル
会

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
ふ
き
の
と
う

足
も
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
マ
イ
ル

ハ
ー
ト

お
月
と
お
星
の
会

大
久
保
静
子（
現 

国
際
サ
ー
ク

ル
友
好
２１ 

経
理
担
当
）

大
槻
英
夫（
元 

石
巻
市
社
会
福

祉
協
議
会 

会
長
）

阿
部
光
彦（
現 

石
巻
市
社
会
福

祉
協
議
会 

理
事
）

須
能
邦
雄（
元 

石
巻
市
社
会
福

祉
協
議
会 

理
事
）

宍
戸
義
光（
現 

保
護
司
）

【
治
安
功
労
】

櫻
田
博
幸（
現 

石
巻
市
消
防
団 

部
長
）

中
野
誠（
現 

石
巻
市
消
防
団 

部
長
）

新
田
仁
利（
現 

石
巻
市
消
防
団 

部
長
）

佐
々
木
昭
生（
現 

石
巻
市
消
防

団 

副
分
団
長
）

佐
々
木
英
喜（
現 

石
巻
市
消
防

団 

部
長
）

佐
々
木
健
浩（
現 

石
巻
市
消
防

団 

部
長
）

榊
田
康（
現 

石
巻
市
消
防
団 

部
長
）

高
橋
一
宏（
現 

石
巻
市
消
防
団 

部
長
）

遠
藤
信
孝（
現 

石
巻
市
消
防
団 

副
分
団
長
）

石
川
祐
治（
現 

石
巻
市
防
犯
協

会
連
合
会 

石
巻
支
部
北
分

会 

実
働
隊
員
）

本
田
栄
一
郎（
現 

石
巻
市
防
犯

協
会
連
合
会 

石
巻
支
部
稲

井
分
会 

実
働
隊
長
）

鈴
木
和
宏（
現 

石
巻
市
防
犯
協

会
連
合
会 

石
巻
支
部
稲
井

分
会 
実
働
副
隊
長
）

三
浦
秀
光（
現 
石
巻
市
防
犯
協

会
連
合
会 
石
巻
支
部
稲
井

分
会 

実
働
副
隊
長
）

杉
山
幸
吉（
現 

石
巻
市
防
犯
協

会
連
合
会 

石
巻
支
部
稲
井

分
会 

隊
員
）

相
澤
信（
現 

石
巻
市
防
犯
協
会

連
合
会 

河
南
支
部 

北
村
地

区
隊
員
）

堀
内
甚
治（
現 

石
巻
市
交
通
安

全
指
導
隊 

石
巻
分
隊 

副
分

隊
長
兼
班
長
）

【
篤
行
】

佐
々
木
俊
一（
現 

石
巻
野
球
場

管
理
人
）

問　
秘
書
広
報
課（
内
線
４
０
１
４
）

功績をたたえて表彰状を手渡しました

消
防
団
出
初
式
実
施

「
業
者
登
録
」の
お
知
ら
せ

　

年
頭
に
あ
た
り
、消
防
関
係

者
の
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と

も
に
、市
民
の
防
火
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
出
初
式
を
実
施

し
ま
す
。

と
き　
１
月
１０
日（
月・祝
）

　
午
後
２
時

と
こ
ろ　

　
マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス

問　
危
機
対
策
課

　
（
内
線
４
１
７
９
）

①
令
和
４・５
年
度
物
品
購
入
・

役
務
提
供
の
入
札
参
加
資
格

申
請（
本
登
録
）

②
令
和
４・５
年
度
小
規
模
契

約（
履
行
が
容
易
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
、予
定
価
格
が

５０
万
円
未
満
の
小
規
模
な
修

繕
な
ど
）希
望
者
登
録
申
請

（
本
登
録
）

※
登
録
済
み
の
方
も
、３
月
３１

日（
木
）で
有
効
期
限
が
切
れ

る
た
め
、新
た
に
手
続
き
が
必

要
で
す
。

③
令
和
４
年
度
建
設
工
事
お
よ

び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
業
務
の
入
札
参
加
資
格

申
請（
補
充
登
録
）

※
登
録
済
み
の
方
は
、今
回
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　
２
月
１
日（
火
）～
１５
日（
火
）　

午
後
５
時〔
必
着
〕

申
込
方
法　
郵
送（
書
留
な
ど

到
着
日
時
が
確
認
で
き
る
方

法
）

※
各
申
請
要
領
な
ど
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、市
役
所
４
階
閲
覧

室
ま
た
は
各
総
合
支
所
で
取

得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
申
請
書
類
な
ど
の
配
達
確

認
は
、送
付
を
依
頼
し
た
会

社
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申

　
〒
９
８
６-

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
管
財
課　
☎
23-

６
６
１
１

消
火
栓
や
防
火
水
槽
の

除
雪
に
ご
協
力
を

　

万
一
の
火
災
に
備
え
、積
雪

時
は
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
蓋

が
雪
で
隠
れ
な
い
よ
う
に
、除

雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、全
て
を
巡
回
し
て
除
雪
す
る

に
は
、か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま

す
。自
宅
前
や
職
場
な
ど
で
除

雪
を
行
う
時
は
、付
近
の
消
火

栓
な
ど
も
除
雪
の
協
力
を
お
願

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、毎
時
０
・
23
㍃

シーベルト
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。市
内

に
お
い
て
放
射
線
量
の
測
定
を

行
っ
た
結
果
、測
定
地
点
の
全
て

で
、健
康
に
影
響
を
与
え
る
よ
う

な
数
値
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線

簡
易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
って
い
ま
す
。

問　
環
境
課（
内
線
３
３
６
８
）

空
間
放
射
線
量

11
月
の
測
定
結
果

空間放射線量の測定結果     （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時)
測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、
市立高等学校（敷地） 0.06～0.10 11/2～11/25

市立保育所、私立幼稚園、
私立保育園（敷地） 0.04～0.08 11/1～11/29

公共施設等
（ホットスポット調査） 0.06～0.09 11/1～11/29

牡鹿地区集落 0.06～0.12 11/2～11/17

　
1
月
11
日（
火
）午
後
3
時
ご
ろ

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

佳
作
賞

備えよう！防災知識
よく聞こう！防災無線
正しい情報からのすばやいひなん
� 鹿妻小学校6年 曳

ひ き ち
地緩

か ん な
南

問 　学校安全推進課（内線5082）　令和2年度石巻市学校防災推進会議

防災「合言葉」受賞作品

　市民の皆さんと一体となったまちづくりを進め
るために、「動く市長室」を実施します。
　石巻の未来のため、市長にまちづくりへの提案
をお聞かせください。
　個人、またはグループでも予約の必要はありま
せんので、ぜひお越しください。

問　秘書広報課（内線4022）

動く市長室

防
災
行
政
無
線
テ
ス
ト
放
送
を

１
月
１７
日（
月
）に
実
施
し
ま
す

　

防
災
行
政
無
線
の
テ
ス
ト
放

送
が
行
わ
れ
ま
す
。実
際
の
災
害

と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
注
意
く

だ
さ
い
。　

い
し
ま
す
。

　

な
お
、除
雪
作
業
を
行
う
際

は
、転
倒
に
よ
る
け
が
や
走
行
中

の
車
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
石
巻
広
域
消
防
本
部
警
防
課

　
☎
９５-

７
４
３
３

※
サ
イ
レ
ン
は
鳴
ら
ず
、テ
ス
ト

音
声
が
流
れ
ま
す
。

と
き　
１
月
１７
日（
月
）

　
午
後
１
時
ご
ろ

対
象　
防
災
行
政
無
線
、戸
別

受
信
機

問　
危
機
対
策
課　

　
（
内
線
４
３
１
１
）

とき ところ
1月17日（月）
午後1時30分～3時 雄勝硯伝統産業会館

1月24日（月）
午後1時30分～3時 桃生総合支所

1月25日（火）
午後1時30分～3時 北上総合支所

2月4日（金）
午前10時～11時30分 河南母子健康センター
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子
ど
も
・
教
育

令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て

世
帯
に
臨
時
特
別
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。対
象
者
は
、平
成
１５

年
４
月
２
日
以
降
に
出
生
し
た

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、児

童
手
当
受
給
者
と
同
程
度
の
所

得
の
方
で
す
。

※
す
で
に
本
給
付
金
を
支
給
さ

れ
た
方
を
除
き
ま
す
。

　
申
請
方
法
お
よ
び
支
給
要
件

な
ど
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問
申

　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
３
）

市ホームページ

　令和３年度子どもの権利に関する標語コンテストの表彰式が
令和3年１１月２０日、石巻専修大学で行われ、小学生の部最優秀
賞の鈴木ほのかさん（向陽小学校６年）をはじめ、小・中学生８人
を表彰しました。齋藤市長は「作品に込められた子どもの権利
への切実な思いに触れ、子どもの権利推進への思いを一層強く
した」と挨拶し、賞状を手渡しました。標語の募集には、小・中学
校から１，０１８点の応募があり、最優秀賞２点、優秀賞４点、らい
つ賞２点が選考されました。最優秀作品は、子どもの権利啓発
のために作成したクリアファイルに掲載されています。
問　子育て支援課（内線２５５３）

子どもの権利への思いと願いを込めて標語コンテスト優秀作品８点を表彰

賞 標語 氏名 学校名 学年

小
学
生
の
部

最優秀 「大丈夫？」　「はい」のうらには　ＳＯＳ 鈴木ほのか（すずき ほのか） 向陽小 6

優秀
認め合う　みんなの個性　たからもの 佐藤　成美（さとう なるみ） 万石浦小 6
勇気を出して　伝えてみよう
届け　子どものＳＯＳ 阿部　颯介（あべ そうすけ） 石巻小 6

らいつ 一人ひとり　大事な命
大人も子どもも　同じ命 齋藤　颯眞（さいとう そうま） 前谷地小 6

中
学
生
の
部

最優秀 見守って　私の選んだ　進む道 佐藤　歩武（さとう あゆむ） 稲井中 3

優秀 助けてと　たよることも　子どものけんり 瀧口　彩人（たきぐち あやと） 稲井中 2
今聞いて　その言葉が　子どものサイン 今野　天音（こんの あまね） 河南西中 3

らいつ 「助けて」と　届いていますか　子どもの声 今野　綾美（こんの あやみ） 桃生中 2

令
和
３
年
分
の
確
定
申
告

　

申
告
書
の
作
成
は
、自
宅
か

ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

のｅ-

Ｔａｘ
申
告
が
便
利
で
す
の

で
、ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
の
申
告
書
作
成
会
場

開
設
期
間　
２
月
１
日（
火
）～

　
３
月
15
日（
火
）

※
土
日・祝
日
を
除
く

開
設
時
間　

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
石
巻
税
務
署
３
階

※
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩

和
の
た
め
、会
場
へ
の
入
場
に

は「
入
場
整
理
券
」が
必
要
で

す
。入
場
整
理
券
は
会
場
で

当
日
配
布
し
ま
す
が
、Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
事
前
発
行
も
可
能
で
す
。 

問　
石
巻
税
務
署

　
☎
２２-

４
１
５
１

国税庁
ホームページ

オンライン
事前発行

　

　市は、宮城県行政書士
会と行政手続に関する連
携協定を結びました。災
害時だけでなく、平時の
恒常的な業務も地域の
行政書士会がサポートす
る内容で、全国的にも先
進的な事例となります。
＜連携事項＞
（1）恒常的な業務に係る事項
　  ア 各種行政手続に関すること　　イ 相続人の調査に関すること
　  ウ 成年後見制度に関すること　　エ 空き家の調査等に関すること
（2）災害等の業務に係る事項
　  ア 各種証明書の交付申請に関すること
　  イ 各種許認可の申請等に関すること
　  ウ 各種登録・抹消等手続に関すること
　  エ 各種支援金・給付金等に関すること
（3）その他　連携協定の目的に沿った、石巻市が必要と認める事項

問　総務課（内線4032）

石巻市と宮城県行政書士会により
「行政手続きに関する連携協定」を締結しました

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

●
住
宅
を
新
築・増
築
し
た
方
は

「
住
宅
用
地
の
申
告
」を

　

１
月
１
日
現
在
、居
住
用
に

使
用
し
て
い
る
土
地（
住
宅
用

地
）は
、固
定
資
産
税
な
ど
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

対
象

◦
令
和
３
年
中
に
住
宅
を
新

�

お
知
ら
せ

築・増
築
し
た
方

◦
住
宅
を
建
て
替
え
し
た
方

　
（
建
替
特
例
用
）

◦
建
物
の
用
途
を
住
宅
に
変
更

し
た
方

※
家
屋
の
新
・
増
築
調
査
済
み

の
方
は
、申
告
不
要
で
す
。

申
告
内
容　
住
宅
の
所
在
・
所

有
者
の
住
所・氏
名
な
ど

申
告
期
限　
１
月
３１
日（
月
）

問　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
２
３
）

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ

　

令
和
３
年
中
に
家
屋
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
方

は「
家
屋
滅
失
届
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
し
な
い
場
合
、令
和
４

年
度
の
固
定
資
産
税
な
ど
が
課

税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
法
務
局
へ
の
登
記
が
あ
る
建

物
で
、滅
失
登
記
を
さ
れ
て
い

る
場
合
は
提
出
不
要
で
す
。

問　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
２
０
）

●
復
興
特
区
法
に
よ
る
固
定
資

産
税
等
の
課
税
免
除

　
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
に
よ
り
特
例
の
適
用
と
な

る
事
業（
業
種
）に
該
当
す
る
場

合
は
、固
定
資
産
税
な
ど
が
課

税
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象

◦
石
巻
ま
ち
な
か
再
生
特
区

◦
愛
ラ
ン
ド
特
区

◦
民
間
投
資
促
進
特
区（
も
の

づ
く
り
産
業
版
・
Ｉ
Ｔ
産
業

版・農
業
版
）

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　
１
月
３１
日（
月
）

問　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
９
）

●
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在

で
、償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、申
告
が
必
要
で
す
。該
当
す

る
方
に
は
１２
月
中
に
申
告
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、届
い
て
な

い
方
や
昨
年
中
に
事
業
を
始
め

た
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、郵
送
に
よ
る
申
告

や
電
子
申
告（ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）

を
お
勧
め
し
ま
す
。

問　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
９
）

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
い
た
だ
く
か
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申　
資
産
税
課

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
各
支
所

市ホームページ

　新型コロナウイルス感染症などの自然災害により被害を受けた市内事業者を支援するた
め、金融機関から融資を受けた方へ利子補給を実施します。毎年１月１日～１２月３１日までに
支払った融資資金に対する利子のうち、利子補給対象額を翌年の２月下旬までに交付します。
対象　市内に本社または事業所があり、１年以上継続して事業を営んでいる中小企業者。
　個人事業主の方は市内に住所および事業所を有している方で、国や県など他機関から
の利子補給の対象とならない方。

助成金額　事業者が負担した利子相当額のうち、次の内容となります。
◦利子補給率：年利１％以内
◦対象融資限度額：１事業者あたり２，０００万円まで
◦利子補給上限額：１事業者あたり５０万円まで
利子補給期間　対象融資借入実行日から３年間

申請方法　ホームページまたは窓口で申請書を取得し、窓口または郵送で申し込みください。
申請期限　１月４日（火）～３１日（月）

問申 　〒986-8501（住所不要）　商工課（内線３５２３）

中小企業災害等資金利子補給金

融資機関 対象融資
宮城県中小企業経営安定資金 災害復旧対策資金、セーフティネット1号・4号資金

日本政策金融公庫 災害復旧貸付、セーフティネット1号・4号資金、
コロナウイルス感染症特別貸付

商工組合中央金庫 災害復旧資金、セーフティネット1号・4号資金

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

の
現
地
調
査
に
つ
い
て

　

県
が
現
地
調
査
に
よ
っ
て
土

砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
を
指
定

し
、そ
れ
を
も
と
に
市
で
は
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。前
回
調
査
か
ら
地
形
改

変
な
ど
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
現
地
調
査
を
行
い

ま
す
。調
査
員
が
土
地
に
立
ち
入

り
、斜
面
や
沢
の
状
態
を
確
認
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、県
東
部
土
木
事

務
所
長
が
発
行
す
る
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
場
合
は
身
分
証
明
書

の
掲
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間　
３
月
末
ま
で

問　
県
東
部
土
木
事
務
所

　
☎
９８-

３
５
０
１

災
害
義
援
金
第
１３
次
配
分

を
行
い
ま
す（
最
終
配
分
）

　

人
的
被
害（
死
亡
・
行
方
不

明
者
、災
害
障
害
見
舞
金
支
給

対
象
者
）お
よ
び
住
居
に
大
規

模
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た

方
に
対
し
て
、義
援
金
を
配
分
し

ま
す
。支
給
時
期
お
よ
び
金
額

な
ど
に
つ
い
て
は
、決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
世
帯
主
や
受
取
口
座
の
変
更

が
あ
る
方
は
、問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
３
）



5 市報 いしのまき　令和4年（2022年）1月号

�

環
境
・
エ
コ

雨
水
利
用
タ
ン
ク
設
置
に

補
助
金
を
交
付

今
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
月
で
す

入
学
通
知
書
の
お
知
ら
せ

申
込
期
限　
３
月
１５
日（
火
）

申
込
方
法　
申
請
書
を
持
参
す

る
か
郵
送（
必
ず
書
留
な
ど

配
達
記
録
が
残
る
方
法
）し

て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
、環

境
課
、各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
お
よ
び
各
支
所
の
窓
口

で
交
付
し
て
い
ま
す
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
対
象
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申

　
〒
９
８
６-

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
環
境
課（
内
線
３
３
６
８
）

　
１１
月
・
１２
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
１
月
１１
日（
火
）に
振
り

込
み
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
」で
は
、認
知
症
診
療
の

対
応
や
訪
問
診
療
を
行
う
医
療

機
関
な
ど
の
お
役
立
ち
情
報
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

問　

包
括
ケ
ア
推
進
室（
さ
さ

え
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
25-

６
０
９
９

在宅医療・介護連携
ウェブサイト

在
宅
医
療・介
護
連
携

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

２０
歳
を
迎
え
る
方
へ

国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ

　
　 

福
　
祉

　

今
春
、小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん（
平
成
27
年
４
月
２

日
～
平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）お
よ
び
、中
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん（
平
成
21
年
４
月

２
日
～
平
成
22
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）の
保
護
者
に
、「
入
学
通

知
書
」を
送
付
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
、転

居
な
ど
に
よ
り
入
学
す
る
学
校

が
変
わ
る
方
、そ
の
他
不
明
な
点

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
新
入
学
準
備
金
の
案
内

　

就
学
上
必
要
と
な
る
経
費
の

支
払
い
が
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
困
難
な
世
帯
の
保
護
者
に
対

し
、新
入
学
準
備
金
を
入
学
前
に

支
給
し
ま
す
。案
内
お
よ
び
申
請

書
は
、入
学
通
知
書
に
同
封
し
送

付
し
て
い
ま
す
。条
件
な
ど
、詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

の
上
、窓
口
ま
た
は
入
学
予
定

の
小
学
校
、在
学
中
の
小
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
１
月
31
日（
月
）〔
必
着
〕

問
申

　
各
小
学
校

　
教
育
総
務
課（
内
線
５
０
１
７
）

　白石市の小学校で防球ネットの支柱が折
れ、男児２人が死傷した事故を受け、令和3
年10月29日、市立小中高校と保育所の職員
を対象とした安全点検研修会を、市防災セン
ターで開催しました。
　研修会は県建築士会石巻支部の協力を得
て、午前中は市立学校の教頭向け、午後は保
育所の職員向けに実施。県教育委員会作成のＤＶＤにより施設の安全点検のポイ
ントや、児童生徒の事故を未然に防ぐための心構えについて学びました。
問　学校管理課（内線5083）

学校・保育所安全点検研修を行いました

　文部科学省と県教育委員会、市教育委員会が主催する「地域とともにある学校づく
り推進フォーラム２０２１」が令和3年11月19日、マルホンまきあーとテラスで開催さ
れました。「地域と共に築く子どもたちの輝く未来」をテーマに、全国の教育に携わる
方々や地域住民の皆さん約６００人（うちオンラインは３００人）が参加。コミュニティ・ス
クール（ＣＳ）推進について先進的取組事例の発表などが行われました。
　メインプログラムは二つの分科会に分かれ、第１分科会では小中学校や行政の
取組事例紹介とパネル討論、第２分科会では高校の取組事例の紹介とワークショッ
プなどを実施し、このうち第１分科会では市教育委員会のＣＳスーパーバイザー畠
山政浩さんが「石巻市のＣＳ導入計画とその現状」と題して事例発表を行いました。
　またサブプログラムでは、文科省ＣＳマイスターの座談会が実施されたほか、市内の
震災遺構を巡るバスツアーも催され、石巻の復興を知ってもらう機会にもなりました。

問　学校教育課（内線5086）

子どもたちの輝く未来へ
地域とともにある学校づくり推進フォーラム２０２１

オンラインを含めて約６００人が
参加しました

市教育委員会のＣＳスーパーバイザー
畠山政浩さんが事例発表を行いました

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を

み
ん
な
で
守
ろ
う

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
実
施
中

　
ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、ス
プ
レ
ー

缶
、使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
燃
や

せ
る
ご
み
や
燃
や
せ
な
い
ご
み
の

中
に
混
ぜ
て
集
積
所
に
出
す
と
、

収
集
車
の
中
で
破
裂
・
発
火
し
、

車
両
火
災
な
ど
の
重
大
事
故
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、ス
プ

レ
ー
缶
は
、分
別
を
徹
底
し
、必

ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
指
定
日

に
黄
色
の
コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
へ
、

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
、有
害
ご

み
の
日
に
個
別
に
指
定
袋
に
入

�

募
集
・
案
内

「
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ョ
ッ
プ
売
上
強

化
セ
ミ
ナ
ー
＆
商
談
会
in

石
巻
」
参
加
事
業
者
募
集

　
Ｗｅ
ｂ
を
通
じ
た
売
上
強
化

を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
商

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

①
Ｗｅ
ｂ
シ
ョッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
１
月
１８
日（
火
）

　
午
前
１０
時
～
１１
時

②
Ｗｅ
ｂ
商
談
会

　
１
月
２４
日（
月
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※「
Ｚｏｏｍ
」に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催

対
象

①
自
社
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
保
有

ま
た
は
保
有
を
検
討
し
て
い

る
市
内
の
事
業
者

②「
地
産
地
消
市
場 

仙
臺
い
ろ

は
」お
よ
び「
食
材
王
国
み
や

ぎ
」の
Ｗｅ
ｂ
シ
ョッ
プ
へ
自
社

商
品
の
委
託
販
売
を
希
望
す

る
市
内
の
事
業
者

申
込
方
法　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

①
１
月
１７
日（
月
）正
午

②
１
月
１９
日（
水
）午
後
５
時

問
申

　
石
巻
市
６
次
産
業
化
・

地
産
地
消
推
進
セ
ン
タ
ー

　
（
石
巻
産
業
創
造
㈱
内
）

　
☎
98-

９
３
５
６

問　
市
商
工
課（
内
線
２
９
４
１
）

申し込みは
こちらから

　
２０
歳
に
な
る
と
、国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◦
２０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
か

ら
、お
お
む
ね
２
週
間
以
内

に
、日
本
年
金
機
構
か
ら「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」

や「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
」な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

◦
保
険
料
の
納
付
は
、納
付
案

内
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
の
ほ
か
、口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
で
き

ま
す
。

◦
学
生
の
方
や
納
付
が
困
難
な

方
は
、学
生
納
付
特
例
制
度
や

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、相
談
く
だ
さ
い
。

◦「
年
金
手
帳
」は
、大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
や
、

そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

適
正
な
処
理
方
法
で
の
処
分

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
５
）

　

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を

目
指
し
、地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
と
し
て
必
要
な
内
容

を
身
に
つ
け
ま
す
。

と
き　
４
月
か
ら
２
年
間

　
（
年
間
２１
日
）

と
こ
ろ　
仙
南
校
、大
崎
校
、石

巻
校
、気
仙
沼
・
本
吉
校
、登

米・栗
原
校

対
象　
県
内
に
居
住
の
６０
歳
以

上
の
方

定
員　
各
校
４０
人

料
金　
５
、０
０
０
円（
入
学
金
）

　
年
間
２
０
、０
０
０
円（
受
講
料
）

申
込
方
法　
申
込
書
を
市
福
祉

総
務
課
・
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
・
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
取
得
し
、窓
口
へ
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
２
月
２８
日（
月
）

問
申

　

県
社
会
福
祉
協
議
会　

い
き
が
い
健
康
課

　
☎
０
２
２-

２
２
５-

８
４
７
７

県社会福祉協議会
ホームページ

宮
城
い
き
い
き
学
園

４
月
入
学
生
募
集

　

　民生委員・児童委員は、地域住民の最も身
近な相談相手として、さまざまな相談に応じて
います。今回、紹介するのは宮城県民生委員児
童委員協議会などが主催する「宮城県相談技
法研修会」をオンラインで受講している様子で
す。民生委員・児童委員は地域住民に寄り添った相談支援を行うために、このよう
な研修会に参加するなど自己研鑽を重ね、技能向上に努めています。

問　石巻市民生委員児童委員協議会事務局（石巻市社会福祉協議会内）　☎９６‐５２９０
　　市福祉総務課（内線２４５８）

民生委員・児童委員の活動をご存知ですか？

民生委員・児童委員は、あなたの身近な相談相手です。

配
偶
者
の
方
は
改
め
て
届
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
22-

５
１
１
５

　
市
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
５
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
各
支
所

　
家
庭
か
ら
生
じ
た
過
剰
食
品

を
提
供
い
た
だ
く「
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き　
1
月
7
日（
金
）、28
日（
金
）

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
環
境
課
カ
ウ
ン
タ
ー
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

問　
廃
棄
物
対
策
課

　
　
（
内
線
３
３
７
４
）


